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課題研究中間報告

自律的学習につなげる中学校英語科単元・授業デザイン

ー自己調整力を育む形成的アセスメントの活用を通して一

狩俣智史

琉球大学大学院教育学研究科高度教職実践専攻・名護市立屋部中学校

1.テーマ設定の理由

9月の課題発見実習IIにおける授業実践において，筆者は身につけたい資質・能力を明確にし，単元

の終末に向けて帯活動や言語活動を毎時間設定し，スモールステップで資質・能力が育まれるよう単元

や授業をデザインした。しかしながら，授業での学習活動が精選されていないため授業全体を通して振

り返りの時間が十分に確保されず，生徒が自律的に学習に取り組む姿が少なく，学びが深まらない授業

が展開されていた。筆者自身は生徒の振り返りの記述ヘフィードバックを与えることができず，生徒の

自己評価を効果的に授業改善や学習改善へとつなげることができなかった。田村(2018)は「学習活動を

どのように終えるかによって，次の学習活動への意欲は大きく変わる」と， 「振り返り」の重要性につ

いて述べている。丁寧な「振り返り」の実施により，学びのプロセスを俯敵して自己変容への自覚が促

され，自己調盤力が育まれ，自律的な学びへとつながると考えられる。また単元の導入時にパフォーマ

ンス課題の評価規準（ルーブリック）を生徒と共有して単元の学習を進めたが，生徒がルーブリックを

意識して学習に取り組める工夫が足りなかった。その結果，生徒が自らの学習状況を俯敵して捉えきれ

ず，自己の学習を調整して学びを深める授業とはかけ離れたものとなっていた。田村(2021)は， 「確か

な学習評価は，学習指導やカリキュラム編成における教師の行為を変え，その結果が成果となって子供

の姿の変容に結び付く場合が多い。しかし，それだけではなく，子供自身が学習評価に参画することで

子供の変容に向かうことも期待したい。」と述べている。教師が一方的に定めず，生徒と共に作成した

評価規準をもとに生徒の自己評価や生徒同士の相互評価，教師からのフィードバックを通して自己調整

力を働かせた学習改善を促すことも期待できる。その際，学習評価の中でも形成的アセスメントにおけ

る「学習のための評価」や評価活動を学習の場とする「学習としての評価」を用いることに着目する。

以上を踏まえ，本研究では生徒の自律的学習につなげる単元・授業デザインのエ夫として，生徒の自

己調幣力を育む形成的アセスメントのエ夫に着目する。形成的アセスメントにおける「学習のための評

価」や「学習としての評価」の活用を通して自己調整力を育成し，本研究テーマヘ迫る。

2.研究の目的

本研究では，自律的学習につなげる中学校英語科の単元・授業づくりを図る中で，形成的アセスメン

トを主とした自己評価や相互評価などの学習評価を工夫して活用することを通して，生徒の自己調整力

育成の効果を明らかにすることを目的とする。

3.研究方法

自己調整力の育成や学習評価，中学校英語科の授業づくりに関する先行研究や理論研究を行う。

沖縄県A市立B中学校第 2学年 3学級在籍生徒99名（男子 50名，女子49名）を対象とし，自律的

学習につながる「自己調整力の育成」について検証するため計24時間の授業実践を行う。

シートやワークシート等の記述及び成果物，授業後インタビュー及び質問

紙調査 (6件法）の結果等を活用して質的・量的分析を行う。
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4.自己調整力と形成的評価について

(1)自律的学習につなげる「自己調整力」の育成

中学校英語科における学習指導を通して，自己調整力を育成し生涯に渡り自律的に学習する意欲や態

度を育成することは重要である。伊藤(2009)は， 「自己調整」を「学習者がメタ認知，動機づけ，行動

において，自分自身の学習過程に能動的に関与していること」と定義している。二宮(2016)は，メタ認

知能力について「子どもたちが学習主体，すなわち自律的な学習者として成長していくためには，メタ

認知能力の育成が不可欠である。 （中略）メタ認知能力を育成するためには， 『評価活動』を学習成果

の確認の場とするだけでなく，学習の場として位置づけ，そこへ子どもたちを主体的に参加させていく

必要があることになる。」と述べ，学習評価を教師が一方的に行うだけでなく生徒自身が評価活動に加

わることの意義について取り上げている。

(2)生徒の学習改善につなげる形成的アセスメント活用の工夫

形成的アセスメントにおける「学

習ための評価」や「学習としての評

価」（表 1参照）について，石井(2023)

は「『学習としての評価』は評価への

子どもたちの参加や子どもたち自身

の自己評価・相互評価を重視し，形成

的評価を先述の自己調幣学習者の育

成につなげていこうとするもの」と

述べている。また二宮(2021)が「『学

習のための評価』では，学習の主体は

表1 教育における評価活動の3つの目的（石井， 2015)
アプロ チ 目的 準拠点 主な評価者 評価基準の位置づけ

学習の評価 他の学習者や、

(assessment of 
成績詔定、卒業、進学など 採点基準（妥当性、 信頼性、実行可能性を担

学校・教師が設 教師

learning) 
に関する判定（評定） 保すべく、限定的かつシンプルに考える。）

定した目標

学習のための評価 教師の教育活動に関する意
実践指針（同僚との間で長期的な見通しを共

(assessment for 思決定のための情報収集、
学校・教師が設 有できるよう、客観的な評価には必ずしもこ

教師

learning) それに基づく指導改善
定した目標 だわらず、指導上の有効性や同僚との共有可

能性を亘視する。）

学習としての評価 学習者による自己の学習の
学習者個々人が 自己評価のものさし（学習活動に内在する「

(assessment as モニターおよび、自己修正
設定した目標や

学習者
善さ」 （卓越性の判断基準）の中身を｀教師

learning) ・自己調整（メタ認知）
、学校・教師が と学習者が共有し、双方の「鑑諏眼」 （見る

設定した目標 目）を鍛える。）

学習者であり，学習者自身が学習をふり返り，改善の見通しを持てるような評価活動であってこそ，評

価は学習改善に結びつく」と述べている。本研究では，主に評価規準 (Jレーブリック）を用いて自己や

他者の学習状況と照合し主体的に学習改善を図る場面を設定する。自己評価や相互評価の活動を通して，

他者の振り返りやコメントから新たな気づきや学びが生まれ，自律的な学びにつながると考えている。

5.授業の実際

（課題発見実習1I【後期】：令和6年 1月15~26日）

(1)単元・授業デザインの工夫

本単元では地域の観光名所や特産物について紹介する観光

パンフレットの作成をパフォーマンス課題とした。単元全体

の学習活動がつながるよう学習内容を厳選し，単元の導入で

観光パンフレットの評価規準を生徒と作成した。図 1の学習

指導案で示す通り，活動の振り返りや改善に時間を設けた。

主に，導入時の振り返りの紹介，帯活動や終末の振り返り活

動で形成的アセスメント活用の工夫を図った。

①帯活動 (Sma11 Ta I k→ Writing) 

帯活動では SmallTalk（図 2) を用いて単元を貫く課題の

解決に向けた問いを与え，ペアを変えながら意見や考えを交

流した。単元を貰く間いに対して，他者の意見や考えから学

んだり，他者からアドバイスをもらうことで自己の学びを客

（3)累聞 111j1位均1111で完結する楼藁，，狐駐｝

サ9i内寄 ，は約 散妬の千立て 粁“蜆0ぽ“ガ比｝
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列でペアを畳えながら創的に暉した や改蓄，，きる点など

パンブレッドの糾介文を伝え合う． を糾介してもらう．

＂伍規亭を畏示し、相互軒伍を促す、 じ？習としての詳

|'『iting ぷ llhlkで交沢した中で、嘗さ直し ff}

たり加えたりする文を111さ出す．
---— 

lb ¥lgre11 デジク／内桟科書．を活月l

鼻新出l!lli<>先青と意駄を11!Iし売育を隋此〇，，.生徒の皮；；が頃bぃ吟

Ill ながら儘かめる． I計り絃信題して定着を図る，

芯 LhteilI rtt • Ith 紅nし¢紐 ,...,i-H'ii流 ・デジクル敬科薯荏用

9胃含な伍ら木文を行賓む順に並 2、3唇行い、達成具合を硫耕灘認

ベ悼える．

細 ing伽 ru8→t'9オト験み） 敏11警活月頃貸柑導などIii.Ill支農 懇点テス トで内容坦
内宅遭餞閲舅 如 gl87*-J＊ズ活lIi 淋ウ定清を図る．

w/Fお式ll!で内奔理岸tを図る．即埒清答我：定をしてn-卜t・,9を与え
る． llf新俎旭 ：,1

地域紹介9イズ作．吃 プラカン先生がnjいて＼てるクイズを参 罠み予がふえ．たくなg,

苓にして作成するよう言掛l:tをする． ような9イス・やIllいかけ

が ¢4分からな＼，も＂があれば賣問し を女Lで會い，＂も．
たり出分で調ぺたりするよう芦白けを 【CへのT；立て】

する． ill 埒事で 1：：：督さ怠比•

I 如 rin、 騎同士でクイズを出し合~-. 1111速いや た内芍を霧='tIこし`
改善打がないか釦•め合う ． 辟書や,~· ~,t 等活月

It饂り返り杞入 l釘活m し、授賽で一甚~大切だと思うこ して闊ぺるよう支役

ぷ言己評蜀 — 相互粁釘 とと蘇問．点や慕憑など自内を詑正Lて＇する＜

99 もらう．也たベアからコ｝ントやr卜'9'私を [/f缶力法 ・場百I
， もらう． 口ークシート的杞述

図1 学習指導案
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観的に捉えたりして自己調整力の向上を図った。また生徒の活

動状況を机間支援しながら中間評価を行い，個別にフィードバ

ックを与え，全体で共有して改善を図った。評価規準を示し，相

手意識を持ってより詳しく紹介するようフィードバックを与え

た。直後に writing活動（図 3)を行い，言語化した考えを苫き起

こしセルフモニタリングする機会を設けた。 図2SmalI Talk 図3Writing 
② OPPシートの活用（自己評価＋ペアからの相互評価）

授業や単元全体を通して学んだことを振り返る際に， OPPシートを用いて自己評価を記述させた。さ

らにペアでお互いの授業の取り組みや振り返りの記述に対しての相互評価を与えるようにした。次時の

導入時には，振り返りの記述やペアからのコメントについて，学習改善を図る模範となる工夫や考え方

を筆者が抽出して紹介し，肯定的なフィードバックを通して自己調整や自律的学習への示唆を与えた。

また OPPシートに単元を貰く問いへの学習前後の考えを記入し，単元の学習を通した自已の成長や変容

が自覚的に捉えられるよう工夫した。

③観光パンフレット検討会（相互評価）

「学習としての評価」を用いて自己調整を図るよ

う，単元を貰＜課題（観光パンフレット作成）の解決

に向けた取組の成果を相互評価する「観光パンフレッ

ト検討会」をグループ毎に実施した。ピア評価シート

（図4)を用いて，単元の導入時に生徒と設定した評価

規準と成果物を照合してコメントやアドバイスを記

録した。それらを参考にリライト（修正）を加える。

Name 

蒻忍イント

Jメント

膠I知且鋳，加｝作ll,4rり＇
”..-・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

:........................ -••••••••一········· ． ．．．ム． ．．．＿．．．．

R正しし1文が書けてし＼るI1•（り:.1.f.1.~J...~.. t'.LtJ...:'..!.ぅ k 卜 '~..!. か． i|0· ".....，..... . ．．．．． -•••••9~•軍”, . .......-．．．”....．．-．．．．．．，.． ．．．．．．．．．． 
!！. Iーし．．．t．し．．t．t i i..r レ．？ク．＆ ， l.._~/~·:./:..•.. 

c柑手が行きた〈なる訟 拉1io f,1 llかり bI..J.. i t仇l,,II ~• 
l：なっているか. |り | ..............“ ”............ • •••• •• •一••••…•~ ••• • • . ．......... . .鬱.... . ... . .

↓7 i雌tA収t：り力，レt< ft i 
• -

図4 ピア評価シート（評価欄）
(2)事前・事後アンケートの結果と考察

実習開始前と実習最終日に，生徒の自律的学習・自已調整カ・メタ認知能力への意欲や自信の変容を

測るために， 6件法による質間紙調査を実施した。その結果を表2, 図5で示した。全回答で中央値が

4を超えていることから，ある程度の自己調盤力のある生徒が多いことが伺える。 2,4,5の項目にお

いて実習前よりも授業実践後の回答で中央値が上昇した。項目 2では，授業振り返りを教師が紹介して

肯定的にコメントしたことや，ペアからの相互評価を繰り返し行ったことで肯定感が増加したと考える。

表2 質問紙調査の結果（全体）
6 ：よく当てはまる 5 ：まあまあ当てはまる 4 ：当てはまる 3 ：あまり当てはまらない 2 ：ほとんど当てはまらない 1 ：全く当てはまらない

質問項目 実施 6 5 4 3 2 1 中央値回答数

1．私は、課題に取り組む途中で、うまくいっている事とうまく 前 23 23 25 7 2 0 5.0 80 

いっていないことが判断できる。 後 25 28 18 4 2 1 5.0 78 

2．私は、授業を振り返って自分がどれくらい学習できたか判断 前 13 26 33 6 0 2 4. 0 80 

できる。 後 26 21 22 6 0 3 5. 0 78 

3.私は、
授業の課題を友達と交流するときに、自分の良い点や直すべき

前 22 49 9 0 0 0 5.0 80 

点を見つけることができる。 後 38 38 2 0 0 0 5.0 78 

前 11 25 29 14 1 0 4. 0 80 
4．私は、授業の課題に見通しを持って取り組んでいる。

後 15 25 22 12 1 3 5. 0 78 

5．私は、課題に取り組む途中で、うまくいっていない場合にGR」前 17 18 33 7 5 0 4. 0 80 
の良い方法がないか考えることができる。 後 21 18 23 11 3 2 4. 5 78 

6．私は、授業の課顛を友達と交流するときに、自分の学びをよ
~. 
’'， 21 21 31 5 2 0 5. 0 80 

り良いものにしようとしている。 後 24 23 19 11 1 0 5. 0 78 

7．私は、授業の予習や復習を行なっている。
8
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8．私は、家庭学習や自主学習などで得意なことを伸ばしたり、 前 7 20 26 16 7 4 4. 0 80 

苦手なことの克服をしたりしている。 後 9 15 30 14 6 4 4. 0 78 

9．私は、授業で学んだことをその後の学苔や日常生活でも活か
．． 
9り 17 16 27 18 1 1 4. 0 80 

すようにしている口 後 12 22 26 8 8 2 4.0 78 

10.私は、目標達成のための方法が上手くいかない時に、友達 9'， 21 23 18 14 3 1 5. 0 80 

や先生からアドバイスをもらうことができる。 後 25 22 21 7 3 0 5. 0 78 

11.私は、友達や先生からのアドバイスで、 自分の牒題の取り 前 21 20 25 12 2 0 5. 0 80 

組みの良い点と改善点を判断できる。 後 25 21 22 7 2 1 5. 0 78 

6

5

4

3

2

 

゜へ 1 も〇へ 0 9 
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■実習前 ■授業実践後

図5 質問紙調査結果（全体）
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項目 4では，モデル作品から評価規準を生徒と共に作成し，帯活動で常に評価情報を意識する助言を与

えたことで増加したと考える。項目 5では，帯活動や言語活動で自分の意見や考えについてペアを変え

て交流する中で他者の意見や考えをモデリングしたことが増加の原因だと考えられる。

(3)気になる生徒Aに対して取り組んだことと質問紙調査結果の考察

実習初日の授業観察を行った際，生徒Aは課題に取り組

みながらも同じグループの友達と私語をする様子が授業全

体を通して見られた。生徒 Aにとって課題解決に向けた目

的意識の高揚が課題であると捉えた。目的意識を高めるた

めに，授業では「海外の中学生が読んでも，どんなものか分

かるように，もう少し詳しく書いてみよう。」など評価規準

を口頭で示し，読み手の立場を意識する助言を通して生徒

Aの取り組みにフィードバックを与えた。単元の導入時は単

語レベルで紹介文を書いていたが，徐々に英文レベルで書

くようになった。図 6を見ると，複数の項目で授業後に高
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■実習前 ■授業実践後

まりが見られた。学級全体と共通している点は， 4,5の項

目で増加が見られるように，上手く表現できない言菓を，プリントを見返して言語化しようと自己調整

する姿が見られた。また授業を重ねるごとに生徒Aから課題解決の最中に解決方法についての質問が増

えた。 8の項目が大きく増加したことについて，生徒Aの積極的な質間に適切な助言を与えたことで，

自己の学び方を見直し，課題解決を図ろうとする自律的学習態度の育成につながったと考える。

図6生徒Aの質問紙調査結果

6.今後の研究に向けて

今後の課題としては，項目 6で否定的な回答の生徒が増えた点に着目した。学習改善や学習課題への

意欲を持たせる工夫が不十分であったことが原因と推察する。石井(2020)は，「パフォーマンス評価のポ

イントの一つは，こうしたテスト以外の豊かで挑戦的な『見せ場』を教室に創出することにあります。」

と述べていることから，生徒が責任感を持って本気で追求したくなるパフォーマンス課題設定のエ夫や，

単元・授業でヤマ場となる評価場面設定の工夫，自己の成長や変容を自覚できる OPPシートの活用を通

して，生徒が自己の学びをより良くしようとする意欲が高められると考える。今後の研究においても継

続して筆者自身の指導観や評価観，授業観などの「観を磨き」，自律的学習者としての素地を養うための

単元や授業デザインが構築できるよう試行錯誤を重ねることで，教師としての資質・能力を高めたい。
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